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身長(cm) 123.3 122.3 
体重(kg) 24.1 23.5 
胸囲(cm) 60.5 58.4 

























右 ノ 図 ニ ハ ，ド ン ナ
形 ノ 四 角 形 ガ ア リ
マ ス カ 。  
 
(緑表紙教科書第四学年上 p.33)










図 3.4. 極限の概念養成の問題 
高木(1980)は，「幾らかでも極限の概念を得
させようと考えられた」(p.160)問題として，























子ドモ ガ 十二人 デ，カクレンバウ ヲ
シテイマス。イサムサン ガ オニ デス。
イサムサンハ，イマ 五人 見ツケタ トコ
ロ デス。マダ ナン人 カクレテ イマス
カ。  （緑表紙教科書第一学年下 p.67）








 コ ノ 本 ノ 表 紙 ニ ア
ル 模 様 ニ ハ 三 角 形 ガ
ド ン ナ 大 キ サ ノ 順 ニ
並 ン デ イ ル カ 。ソ ノ 並
ベ 方 ニ 従 ッ テ ，次 第 ニ
小 サ イ 三 角 形 ヲ 限 リ
ナ ク 附 加 ヘ テ イ ッ タ
ト ス ル ト ， 三 角 形 ノ 面 積 ノ 和 ハ ド ウ ナ
ル デ ア ラ ウ カ 。 コ レ ヲ ， 次 ノ 図 ニ ツ イ
テ 考 ヘ ヨ 。  
















 タテ モ，横 モ，高サ 
モ，十二センチメートル 
ノ マ四カクナ 箱ヲ，ヒモ 
デ ヅ ノ  ヤウ ニ シバ
ル ニハ，ヒモ ノ 長サ 
ガ，ドレ クライ アレバ 
ヨイ デセウ。 
   （緑表紙教科書第二学年下 p.85）











































 ハ ン シ  二 デ フ  ト  フ デ 
一本 ト ヲ  カヒマシタ。ア
ハ セ テ  ナ ン セ ン  ニ  ナ リ
マス カ。五十セン ノ オカ
ネ  ヲ  出シマシタ。オツリ 
ニ ， 五 セ ン  ノ  オ カ ネ  ヲ 
七 ツ  モ ラ ヒ マ シ タ 。 ソ レ 
デ ヨイ デセウ カ。 
 (緑表紙教科書第二学年上 p.55)









































ニイサン ガ，竹ウマ ヲ 作ッテ 下サイマ
シタ。長サ 八十センチメートル ノ 木 ヲ 
四ツ ニ 切ッテ，足 ノ ダイ ヲ 作リマシ
タ。竹ウマ ノ 高サ ハ 三十センチメートル
デシタ。 
ニイサン ハ，ソノ アト デ，ジブン ノ 竹
ウマ ヲ 作リマシタ。ソノ 高サハ，私 ノ 竹
ウマ ノ 高サ ノ 三バイ デシタ。 
上 ノ オ話デ，モンダイ ヲ 作ッテ ゴラ
ン ナサイ。  
(緑表紙教科書第二学年上 pp.91-92)






































表 4.1. かけ算とわり算の単元構成の比較 
 緑表紙教科書 現行の教科書（学校図書） 
 【第 1学年】 
○分けること 
オカアサン ガ，「フタリ デ タベ ナサイ。」ト イッテ，
大キナ マンヂュウ ヲ クダサイマシタ。 
マンヂュウ ハ，一ツ シカ アリマセン。ドウ シマスカ。
(下 p.14)
○同じものを 2つ足すこと 
雪子サン ハ，ニイサン ト フタリデ，デンシャ ニ ノッ
テ， ヲバサン ノ ウチ ヘ イキマシタ。デンシャチンハ，
ヒトリ 七セン デシタ。フタリデ イクラ ハラッタ デセ







(例)スイカ ガ ヨク 出来タ ノデ，五ケン ノ シンルイ 
ヘ，二ツ ヅツ アゲマシタ。ミンナ デ イクツ アゲタデ
セウ。                  (上 P.57)
(例)二人 デ 一ツ ノ ツクエ ヲ ツカフト，十四人 デハ，






(例)かけ算の しきを かきましょう。 
(下 P.14)
(例)ゴー カー トに 子どもが 2 人ずつ のって います。ゴー カー トは 4
だいです。 




○除数・商共に基数の場合の等分（10 等分及び商が 10 となる
場合を含む） 
キク ノ 花 ヲ 二十本 切リマシタ。四ツ ノ カビン ニ，オナジ カズ ヅツ ササ
ウ ト 思ヒマス。一ツ ノ カビン ニ，何本 ヅツ サセバ ヨイ デセウ。(下 p.11)
1ツ ノ ネダン ハ イクラデス カ。
シナ 物 カズ ネダン 
(セン) 
マリ ４ ２４ 
セッケン ３ ２１ 
サラ ５ ２５ 
コップ ６ ４８ 
オ手ダマ ７ １４ 








タマゴ ４ ２８ 
ミカン ３ ２４ 
カキ ５ ４５ 








（例）12 このあめを，4 人で同じ数ずつ分けます。1 人分







































































イサムサン ハ，七セン ノ タコト 四セ
ン ノイト ト ヲ カヒマシタ。イクラ ハ
ラッタ デセウ。 
イサムサン ハ，フタリ ノ オトモダチ
ト 一ショ ニ，ノハラ ヘ イキマシタ。ノ
ハラ デハ，子ドモ ガ 大ゼイ タコ ヲ ア
ゲテ イマシタ。タコ ハ，八ツ アガッテ
イマシタ。イサムサンタチ 三人 モ，一ツ
ヅツ タコ ヲ アゲマシタ。タコ ハ，ミン
ナ デ イクツ アガリマシタ カ。 
(緑表紙教科書第一学年下 pp.48-49)
 ケフ ハ 五月 ノ オセック デス。シン
ブンシデ カブト ヲ ツクリマセウ。シンブ
ンシ ノ タテ ハ，ナンセンチメートル ア


















アサガホ ノ  タネ  ヲ  カヒ  ニ  イキマ
シタ。タネヲ 二十 カッテ，七セン ハラ
ヒマシタ。オカネハ，マダ 十二セン ノ
コッテ イマシタ。ハジメニ，オカネ ガ
イクラ アッタ デセウ。 
（緑表紙教科書第二学年上 p.20）
私 ノ ウ チ ニ ハ ニ ワ ト リ ガ タ ク サ ン イ マ
ス。 タマゴガ百四十九タマリマシタ。
オカアサンハ，ソノウチ二十ダケ残シテ，





























ていく。表とは表 4.2，表 4.3 のようなもので
ある。 
表 4.2. １次元表    表 4.3. ２次元表 
月 日 センチメー トル 




5 28 ２４  タダシ 68 32 
5 29 ２９  ヨシヲ 62 29 
5 30 ３６  イサム 58 27 
5 31 46  
6 1 58  
6 2 79  































1学年上 8 58 0 0 3 0 1 0 0
1学年下 41 19 0 0 1 1 3 3 0
2学年上 35 23 0 0 0 0 3 9 3
2学年下 39 18 0 0 0 0 0 6 4
3学年上 32 16 0 0 1 0 1 3 4
3学年下 14 5 0 0 0 0 3 2 9
4学年上 20 3 0 0 0 0 2 11 8
4学年下 14 3 2 0 1 0 1 21 14
5学年上 11 3 6 0 0 0 5 13 9
5学年下 13 5 6 0 0 0 5 8 10
6学年上 22 7 0 1 0 1 7 7 19
6学年下 16 10 2 0 0 0 3 5 40
合計 265 170 16 1 6 2 34 88 120




















































（中略）オモチャ  ヲ  カフ  モンダイ  ヲ














右 ノ ヅハ，ハルヲサン ノ キョウダ
イ ノ トシ ヲ シラベタ モノ デス。 
（中略） 
オ ウ チ  ノ  ミ ン ナ  ノ  ト シ  ヲ  シ ラ
ベテ，ヅ ニ カイテ ゴラン ナサイ。ソ






スミ子サン  ハ，七人  ノ  オトモダチ
ト イモホリ ニ 行キマシタ。ミンナ デ
オイモ ヲ，四十八 ホリマシタ。ソレ ヲ
オナジ カズ ヅツ ワケマシタ。 
カヘリ ハ デン車 ニ ノリマシタ。ス
ミ子サン ガ，ミンナ ノ  キップ  ヲ  一
ショニ 買ッテ，六十四セン ハラヒマシ
タ。 







５＋３の しきに なる もんだいを つくり
ましょう。        
（学校図書第一学年 p.38）
   ひきの さるが きます。   びき
の さるが きます。 












 ７－４の しきに なる もんだいを つく




２うんどうひろばに いる こどもは， みんな
で なんにんでしょうか。 たしざんや ひきざ




えを みて，いろいろな もんだいを つくりま
しょう。    （啓林館第一学年 pp.86-87）
図 4.12. 
⑥式と作問に使う言葉が限定された作問 
「さら」と「あめ」と いう ことばを つか











 次の   から整数を 1つ，小数を 1つ選んで
かけ算の問題を作りましょう。作った問題を友だ
ちと交換して，答を求めましょう。 




    の中のことばや数をかえて，いろいろな
お話をつくりましょう。 
 
いちごが２０こあり
ます。 
４人に同じ数ずつ分
けると，１人分は５こ
になります。 
 
えんぴつが２４本あ
ります。 
１はこに６本ずつ分
けると，４はこにわけ
られます。 
（啓林館第三学年上 p.33）
秒速２０ｍで走って
いる電車があります。 
電車の長さは６０ｍ
です。 
この電車が，長さ４
０ｍのトンネルを通過
するのに何秒かかりま
すか。 
トンネルの長さや電
車の長さを変えて，問
題を作ってみましょう。 
（啓林館第六学年上 p.73）
図 4.16. 
緑表紙教科書の作問に関する問題は，具体的な
場面が設定されており，演算や，文章は自由に
表現することが可能である。(1)③の調査結果
から作問する問題は，数量間の関係を読み取る
活動だけではなく，子どもの生活の中にある，
数値を使うことになる。緑表紙教科書の作問は，
4.2 節でも述べた，必要のない情報が問題に含
まれているということも特徴である。作問する
上で，必要な情報であるか必要のない情報であ
るかを自ら判断する力が求められる。また，情
報が多いことで，問題の発展性があることも緑
表紙教科書の問題の特徴である。考えられる問
題は一つに限られることなく，複数の問題を考
えることができる。このことは，作問の教材が
子どもの発想の豊かさを引き出すものともな
り得ることを示す。 
 現行の教科書の作問に関する問題は，演算や
式が限定されている問題がほとんどである。条
件が限定されているため，作問に不慣れな子ど
もにとっては，取り組みやすいのではないか。
その反面，現行の教科書の作問は，学習した内
容の定着のためという印象が強い。また，緑表
紙教科書のものと比べて，より深く広い考えを
要求する問題も少なく，発展性には欠ける。 
緑表紙教科書と現行の教科書を比較すると，
問題表現は緑表紙教科書の方が豊かであり，日
常生活との関連が強いことがわかる。発展性も
あり，子どもが自ら学び，日常生活に算数を活
用しようとする態度を高める教材としての，緑
表紙教科書の問題の可能性を検討していく必
要がある。 
 緑表紙教科書における作問は，問題解決の方
法が複数考えられたり，答が一通りに決まらな
い問題が多く，これは，現在のオープンエンド
の問題へとつながったとのではないかと考え
ることができる。 
 
５．まとめと今後の課題 
 本稿では，まず，現在求められる算数の活用
について考察し，算数の活用力のための教材と
して緑表紙教科書の文章題を考察した。筆者は
４節において，緑表紙教科書と現行の教科書を
四つの視点から考察した。考察から得た結果は
以下の通りである。 
・緑表紙教科書の文章題は，計算の習熟のため
という目的だけではなく，日常生活と深く関
連したものであり，日常生活に算数が活用さ
れていることを，子どもが認識できる問題に
なり得る。 
・緑表紙教科書において，手続き図や，構造図，
概念図，法則・関係図といった図はほとんど
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扱われていない。この点は，現行の教科書と
の大きな違いである。緑表紙教科書が使用さ
れていた時代は，生活算術が強く意識されて
いたため，日常生活との関連で文章題を解決
することが目指されたのではないかと考え
る。また，問題解決の際に，現実場面を思い
浮かべることは，子どもの想像力を高めるこ
とにもつながる可能性がある。 
・緑表紙教科書の文章題は，答えや考え方が複
数あるものが多くあり，現行の教科書に比べ
ると発展性がある。問題の発展性があること
は，子どもの豊かな活動を促すことが期待で
きる。 
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